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要 旨

Cosmo-Zは最新の FPGAボードを搭載したデータ計測・処理装置である。
FPGAとは製造後にユーザーが内部の論理回路を定義・変更することのできる
集積回路である。通常の集積回路は設計時に使用や機能が定まり、後から回路を
変更することはできないが、FPGAは設計時に特定の仕様や機能が定まってお
らず、ユーザーが後から設定することができる。本研究ではCosmo-Zを用いて
μ粒子の寿命測定実験の簡略化を目指す。今までHIM・CAMACモジュールを
同軸ケーブルで配線していた装置をCosmo-Zで代替する事ができれば、配線の
時間、モジュールの設置場所など多くのコストを削減し、実験が簡単に行えるよ
うになる。
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